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「アプリとAIによる障害児の発達を促す」について
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障害児の発達支援において支援者間情報の分散、人手不足、品質のばらつきという課題が
ある。

この課題を解決するためにまずダウン症の0~5歳を対象として動画解析、機械学習という技術
を活用し、発達状況・目標の可視化、さらに個別に合わせた療育プログラムの開発によ
るOne Stop Solutionで事業化を目指す。

・日常の遊び動画とアンケートデータの解析から発達を測定することが有効であるかの検証
・ファストカスタマー獲得に向けた市場調査（ステークホルダー間の利害関係、情報格差など）
・複数のステークホルダーが活用できるプロトタイプの作成

• 支援者間情報分散、人手不足、品質玉石混合の課題確認できた。

• 発達目標がステークホルダー間で専門性を持った共通測定指標・目標を持つことで発達の促
進に有意義であることが確認できた。

• アプリ化して大規模なデータ収集・学習を行うことができるプロトタイプの作成も完了した
ので、アプリを完成し、連携機関とパートナーシップにより持続的なソリューション検証お
よび市場検証を続け、事業化をめざす。
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